忘れられた敵性外国人 : マン島に強制収容された日本人 by 金本 伊津子
筆者がオックスフォード大学の研究員として英国に滞在していた時に, 街のカフェでユダ
ヤ人の老婆と知り合った。その老婆の名前はアンといい, オックスフォード大学教授の夫を
失ってから長い間一人暮しをしていた。90歳という歳相応に足が悪く, いつもペンギンのよ
うな歩き方をしていた。彼女は口癖のように「ペンギン・ウォークができなくなる前にスイ
スの『ディグニタス1)』に行く」と言っており, すでに尊厳死によって人生に終止符を打つ
ことを決めていた。人生の歩みの一歩一歩に強い意思を感じさせる人であった。
ある日,「第 2 次世界大戦中, 英国の “Alien Enemy（敵性外国人)” が収容されていたと
いう島を訪問したい」と伝えると, アンは “Alien Enemy” という言葉に興奮し, 促される
ように自分のライフ・ヒストリーを語ってくれた。
アンの父はドイツで貿易会社を手広く営んでいて, アンは裕福な家庭で育った。父の会社
はイギリスにも支店を出しており, アンの父はドイツと英国との間を仕事で行き来していた。
第 2次世界大戦が勃発し, ドイツでの日常生活に命の危険を感じ始めたアンの父は, 他のユ
ダヤ系ドイツ人と同様, 一家そろってドイツを離れることを決心し, ロンドンに渡った。
しかしながら, アン一家にとって英国政府の対応は, ドイツで思い描いていたものとは違っ
ていた。ナチスの迫害から逃れてきたユダヤ系ドイツ人は, 国内の英国人を守るためという
名目で “Alien Enemy” に分類され, アンの父はマン島（Isle of Man）にあった収容所に送ら
れた。
収容所への収監を免れたアンは, 自分自身が「敵性外国人」でないことを英国政府に証明
するために, また, 家計を支えるために, スパイとして生きる道を選択した。ドイツ軍の情
報を英語に翻訳する仕事と英国軍にドイツ語を教える職に就いたのであった2)。
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１ はじめに “Alien Enemy” という言葉
この論文は, 桃山学院大学特定個人研究費（2014年度）によるものである。
1) 人権として「死ぬ権利」を訴える NPO ｢ディグニタス―人間らしく生き人間らしく死ぬ (Dignitas :
To live with dignity, To die with dignity)」で, 1998年創立以来, 1000人を越える自死を介助してきて
いる。2015年の日本人に関する統計によると，2015年に 1名が尊厳死されており, 2015年における日
本人のメンバーは15名と報告されている。http://www.dignitas.ch/
2) アメリカの帰米二世（アメリカで生まれ, 日本で教育を受けた後, アメリカに帰国した日系 2世）
も同様な経験をしている（金本 1997)。
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マン島に強制収容された日本人
「生き残るための道だった」とアンは躊躇しながら言った。アンは, 今でも当時マン島か
ら送られてきた父の手紙を大事に保管しているという。涙をためて当時の苦労を語る彼女は,
マン島時代の父のことが知りたいとずっと思っていたが, その気持ちを語ることも憚られて
いた。今は歩くこともままならなくなってしまったので, 当時のドイツ人同様,「敵性外国
人」として分類されていた英国在住の日本人の抑留経験に興味を持つ筆者に, ぜひマン島に
行って収容所のことを調べて教えてほしいと懇願した。
第 2 次世界大戦中に海外に在住していた日本人・日系人は, 連合国に対する「敵性外国
人」に分類された。彼らは, アメリカやオーストラリアにおいては強制収容所に収容され
（Kanamoto 2000, 永田由利子 2008, 2003), ブラジルにおいては日本語を話しただけで逮
捕され（金本 1999), ペルーにおいてはアメリカの強制収容所に移送された（加賀 2014)。
英国においては, アンの父親同様, マン島にある収容所に移送された。しかしながら, この
歴史的事実は, 日本人にも英国人にもほとんど知られていない。もはや敵性外国人であった
ことも忘れられている。
この論文においては, 王室属領（British Crown Dependency） 英国に属しているけれ
ども英国ではない であるマン島において, 第 2次世界大戦中「敵性外国人」であった当
時の英国在住の日本人の姿を, 現存する資料を用いてできる限り浮き彫りにしたい。
２ マン島ナショナリズム
マン島（Isle of Man）は, 大ブリテン島とアイルランド島の間にあるアイリッシュ海北部
の中央にある島で（地図 1 ), 英国の統治下にあるが王室属領として大幅に自治がみとめら
れている島である。このことは意外と知られておらず, マン島が英国の一部であると誤解し
ている英国人は多い。
主都はダグラス（Douglas）で, リバプールから船で数時間の距離にある。マン島の人口
は 84,497 (2011 Census, The Official Isle of Man Government Website 2016) で, その多くが
主都ダグラスに集中している（地図 2 )。
マン島の住民らは, 自らを「マンクス（Manx)」と呼び,「ブリティッシュ（British)」と
異なるアイデンティティを形成してきている。自治に対する意識が高く, 愛島（国）心が強
い。このマン島ナショナリズムと言われる特徴を（ 1）島の名前の由来, ( 2 ）島の歴史,
( 3 ）島の言語, ( 4 ）島の通貨, ( 5 ）島の経済の 5つの観点から考察したい。
（１）島の呼称：古くは, Mona, Manaw, Mon, Moan と呼ばれていた。島に伝わる伝説に
よるとケルト人の海神の名前に由来するものであるという。海神 Manannan-Beg-
Mac-Y-Leir がこの島に住んでいて, 外敵が来るたびに島を霧で覆って守ってくれた
という伝説から, マン島（Isle of Man）と呼ばれるようになったというのが島の共通
認識である（Manx National Heritage 2013)。
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地図１：マン島の地理
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（２）歴史：図 1は, マン島の国旗で赤字に黄色の三
脚巴紋 (three legs emblem / triskelion）が中心
に配置されている。これは, 13世紀にマン島を
支配していたスコットランド王の紋章である。
1266年スコットランド王室からイングランド王
室に移行された後も変わることなく継承された。
この紋章は, 17世紀の硬貨にも用いられている。
太陽の象徴, 議席の力そして生命が描かれてい
ると考えられているが, その解釈には諸説が存
在する (Manx National Heritage 2013)。
その歴史は, 大別してケルト人の時代, ノルウェー人の時代, スコットランド人の
時代, イングランド人の時代に区分できる。文字を持たなかったケルト人による支配
の時代はあまり解明されていないが, 8 世紀に入ってバイキング（Viking）に敗れ,
ノルウェー人による支配の時代が始まる。1266年「パース条約（Treaty of Perth)」
のもとに, ノルウェー人によってスコットランドに割譲された。その後, イングラン
ドとスコットランドの両王国の支配下に入った。ティンワルド（Tynwald：島の議会）
と言われる世界最古の議会が, 979年に初めて開かれたことはよく知られている（弥
久保 2010)。この間, 5 世紀に伝来したキリスト教が島内に普及し, ケルト社会の原
始宗教（ドイルド教）からキリスト教への改宗が住民に浸透していった。
1334年イングランドから王を迎え, 1405年イングランド王ヘンリー4世がスタンリー
家（後のダービー伯爵家）の創始者にマン島の領有権を与え, 1504年以降はマン島に
居住しないまま同島を支配した。1736年マン島の所有権がスコットランド系のマレー
家に移るころまでには, マン島は密貿易の拠点となっており, 英国の国庫に大きな損
害を与えるようになっていた。
英国議会は, 1765年「マン島購入法（Isle of Man Purchase Act)｣ (｢復帰法（Act of
Revestment)｣ とも呼ばれる) を制定し, マン島の所有権を英国の王室に移した。そ
して, 1765年以降, 英国の君主（国王または女王）は「マン島領主」として同島を治
めることとなった。事実上は, 島の副総督が任命され, 英国君主の正式な代理人とし
て島を統治する役割を果たすこととなる。
1880年代に入るとアイルランドの自治獲得への動きに影響を受け, マン島において
も自治に対する強い意識が生まれた。マン島は, 第 2次大戦中に英国の直接統治下に
入るが, その後, 1949年島内の自治権を拡大してゆく。(樋口 1991, 自治体国際化協
会 2013)。そして, 現在の外交と軍事以外に関しては自治をもつ保護領となった。
（３）言語：現在, 島内では, 英語とケルト語派に分類されるマン島語（Manx）が話され
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図１：マン島の国旗
ている。18世紀頃から島の支配権を握ったイングランドが, 公用に英語を用いる言語
政策を進め, マン島語と英語の 2 言語併用（Bilingualism）を浸透させた。イングラ
ンドからの大規模な移民は, 英語による公教育を推し進める動因となり, その結果,
英語の母語化が進み, マン島語は一旦1974年で死語となった。現在のマン島の人々は,
第 2 言語としてマン島語を学んでいる（樋口1991)。以下は, キリスト教の祈りを英
語とマン島語で対照的に示したもの（Leece Museum による資料提供）で, マン島語
が英語とは全く別の言語体系にあることがわかる。
（４）通貨：王室保護領は, 独自の紙幣と硬貨をポンドで発行することができる。マン島で
は, 英国ポンド（GBP）ではなく, マン島銀行発行の独自の通貨であるマン島ポンド
（Manx Pound）が使われている（写真 1 は10ポンド紙幣。表には, 王冠を着けていないエ
リザベス女王IIと三脚巴紋, 裏面には Peel Castle が描かれている)。イギリスポンドと同等
の価値があるが, マン島以外では利用できない（The Official Isle of Man Government Website
2016)。
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【English】 【Manx】
Our Father, who art in heaven, Ayr ain t’ayns niau,
Hallowed be thy Name. casherick dy row dt’ennym;
Thy kingdom come. dy jig dty reeriaght ;
Thy will be done, dt’aigney dy now jeant,
On earth as it is in heaven. er y thalloo, myr te ayns niau.
Give us this day our daily bread. Cur dooin nyn arran jiu as gagh laa.
And forgive us our sins, As leih dooin nyn loghtyn,
As we forgive those who sin myr ta shin leih dauesyn ta jannoo loghtyn
against us. nyn oi.
And lead us not into temptation, As ny leeid shin ayns miolaght ;
But deliver us from evil. agh livrey shin veih olk.
For thine is the kingdom, Son lhiat’s y reeriaght,
the power, and the glory, y phooar, as y ghloyr,
now and for ever. son dy bragh as dy bragh
Amen Amen
写真１：マン島ポンド（左：表, 右：裏)
（５）経済：マン島は, 伝統的な農業と観光業に加え, 現実的な生き残り戦略として金融業
という自らの財源を持っている。したがって, 英国政府から補助金が交付されたり,
英国政府に納付金を支払われたりすることはない。関税・物品税協定に基づき間接税
収入の多くを英国政府に譲渡して, 英国政府に多大な貢献をしている（自治体国際化
協会 2013)。地域活性策としては, 俗にいうタックス・ヘイブンで税制の優遇処置
（法人税は 0％, 相続税 0％）をすることにより金融の誘致を積極的に行ってきてい
る。
このようにマン島は英国政府と結びついてその利益を享受しながらも, 独自の歴史（マン
島語), 住民の声を尊重する独自の議会による行政（ティンワルド議会), 独自の金融サービ
スの活況（タックス・ヘイブン）などにより独立した存在でもあり続けた。このような「英
国に属しながらも支配されない」という英国王室属領という歴史的に育まれてきた二重構造
が, マン島ナショナリズムを育てた根源といえよう。
３ 英国の第２次世界大戦期の収容政策
1914年第 1次世界大戦が勃発し, 英国国内に居住するドイツ人が湾岸地区や軍事拠点を訪
問するといったようなドイツ人に対するスパイ疑惑が蔓延する。これに対応するために同年
外国人制限法が制定され, 利敵行為を阻止するために, ドイツ人やオーストリア人らが,
1915年11月までに「最大で約32,000人がイギリスの各地の収容所に送られ」逮捕・収容され
た。マン島も, 海に囲まれており, 軍事拠点から離れていることから, 敵性外国人の収容先
となった（松尾 2005)。
マン島においては戦争の勃発によって観光業が大きな打撃を受けたが, 収容所建設および
運営に伴う新たな雇用が促進され, また, 収容者のための食料や日用品が島内で調達される
ことによりビジネスが活性化され, 多大な利益を享受することができた。そして, マン島の
収容所は, 国内につくられたものの中でも最大の規模のものとなった。
第 2次世界大戦においては, 英国政府は, 第 1 次世界大戦の収容政策を踏襲しなかった｡
「大量収容」から「国外追放」する方針へと転換が図られた（松尾 2005)。この方針転換は
多くのユダヤ系ドイツ人の人生を変えた。筆者の友人であるドイツ系ユダヤ人一家（オース
トラリア在住）は, ナチス・ドイツから逃れるため難民（refugee）として英国への移民を
試みるが, この方針転換により英国政府に「国外追放」され, 南米・コロンビアに移住する
ことになった。その後, 一家は, アメリカに移り, 再びオーストラリアに再・再・再移住し
たという。
第 2次世界大戦が勃発し, 英国に居住する枢軸国の外国人 ドイツ人, イタリア人, 日
本人 は, マン島の収容所に移送された。第 2 次世界大戦における「敵性外国人」は,
“whether a person was considered to be a danger to national security during wartime (個人が
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戦時下の国防にとって危険であるとみなされたかどうか)” によって, 以下の 3 つのカテゴ
リーに分類された。各地域で恣意的な判定がなされたようであるが, いずれにおいてもクラ
スＡとみなされた者は収容所に抑留された。(Cresswell 2010)。
クラスＡ ：ナチス・ドイツの信奉者とみなされ, 即刻収容所に収容される者
クラスＢ ：裁判官により自由の制限が適当である, あるいは, 即時の収容が不当
であるとみなされた者
クラスＣ ：ナチス・ドイツによる迫害から逃れた亡命者で, 公的に “friendly
enemy alien (友好的な敵性外国人)” と呼ばれた者（自由が拘束され
ることはなかった｡）
日本人は, 1941年12月 7 日（日本時間では 8日), 真珠湾攻撃の後, 数百名の日本人がマ
ン島の収容所に抑留された。新聞によると（Ramsey Courier, 19 Dec, 1941）英国政府は,
日本人の敵性外国人を男性600名, 女性100名, 計700名と推定していたようである。収容さ
れた日本人には, 船員, 個人商店主, 銀行や商社の駐在員, 雄雌鑑定士やジャーナリストな
どの専門家が含まれていた。ロンドンにある在英邦人組織, 日本クラブ（Japan Club）の会
報には,「……戦争勃発後, 約500人の在英日本人のうち, 約200人が Isle of Man に抑留さ
れた。この島には先着の独伊など枢軸国の抑留者もいたが, 戸外での散歩など（で), 日本
人は差別待遇を受けたという。また, この中の旧船員58名が42年春にスコットランドの捕虜
収容所に移され, 同年夏の交換船で数十名が帰国, 帰国を拒否した20～30名が終戦まで抑留
されていた｡」(大庭 2003）とある。ロンドンに集中していた日本人コミュニティは, この
ようにして根こそぎにされ壊滅した。
４ マン島収容所の日本人
図 2は, 1941年12月13日（土曜日）にマン島で発行された新聞に掲載された洗濯屋の広告
である（Isle of Man Times, 13 Dec, 1941)。マン島に最初の敵性外国人が到着したのが1941
年12月10日（水曜日）で, 日本人は1941年12月12日（金曜日）にマン島に到着したので, そ
の翌日に掲載された広告となる。日本人は洋服の黄ばんだ汚れにたとえられていて,「ヒト
ラーに『イエローモンキー』と言われている日本人が美しい南方の海を汚している。日本人
がつくった汚れはきれいにはできないが, スーツやコートの汚れはきれいにできますよ」と
いう反日感情を露わにした宣伝文句を歌っている。
日本人は1941年12月12日（金曜日）にマン島に到着し, 新聞の記事に初めて登場する。日
本人は, 枢軸国の復讐の相手とみなされているが,「裕福な（“well-to-do”）ビジネスマンの
ようだ」(Isle of Man, 1941年12月19日) と一報された。
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JAPS LAND IN ISLE OF MAN
BUT－Under Escort!
This is “Cosmopolitan Island” with a vengeance now!
In addition to the German and Italian internees, Manxland’s alien population
has been reinforced since Wednesday of last week by over 400 nationals of other coun-
tries which have thrown in their lot with the Axis.
They include Japanese, Finns, Rumanians and Hungarians, and they are
interned in a Douglas camp which, up to recently, was occupied by Italians.
Most of the 49 men who arrived on Wednesday of last week were of military
age, and on Friday a second party of 125 included the first contingent of Japs, numbering
34, who, in contrast with the others, looked like well-to-do business men.
There were further batches on Saturday and this week, and the Rumanians
and Hungarians included several elderly men with flowing beards. (Isle of Man, 19 Dec
1941, アンダーラインは筆者による)
桃山学院大学総合研究所紀要 第42巻第１号64
日本語訳
ヒットラーは､ 彼らのことを「イエローモンキー」と名付けた。
裏切り者でやり口が汚い日本人が､
美しい南方の海で 『猛攻撃』 をしかけている。
毎日見えているから､
みんなわかっているんだ､
完璧に私たちがこれらのギャングたちを一掃してきれいにできないことを。
でも､ 私たちはスーツやコートの汚れをとってきれいに仕上げます。
Cluca’s Laundry Ltd.
図２：第２次世界大戦時のマン島の洗濯屋の広告
【日本語訳】
Jap がマン島に上陸した だが護衛されて
ここは今や復讐に満ちた「コスモポリタン島」である。
ドイツ人やイタリア人の抑留者に加えて, マン島における敵の数は, 先週の水曜
日以降枢軸国と一緒に収容所に入れられた400人以上の外国人によって急増した。
その中には日本人, フィンランド人, ルーマニア人, ハンガリー人が含まれてい
て, 最近までイタリア人が抑留されていたダグラスの収容所に収容された。
先週の水曜日に到着した49名の男性のほとんどは, 兵役年齢の者たちだった。先
週の金曜日に到着した第 2 団は125名いたが, 最初に到着した Jap の一群が含まれ
ていて, その数は34名であった。他のものと比較すると, 日本人は, 裕福なビジネ
スマンのようだ。
土曜日にはさらなる一群が到着して, ルーマニア人とハンガリー人の中には長い
ひげをはやした高齢男性も含まれていた。
それでは, 収容所の生活はどうだったのであろうか。第 1次世界大戦時のように新たに収
容所を設置して 1か所に収容するのではなく, 第 2次世界大戦においては, マン島の都市部
（ダグラス, ラムジー, ピール, 地図 2参照）にあるホテル・下宿屋を鉄条網で囲うことよっ
て収容所とした（Isle of Man Times, 4 Apr 1942)。現在も有刺鉄線を支えたポールの後が道
に残っている。写真 2 （左）は, ダグラスにあったパレスキャンプ（Palace Camp）である。
ここにフィンランド人, ブルガリア人, 日本人が収容されており, ダグラスの中でも最も立
派な下宿屋であった（Isle of Man Times, 4 Apr 1942)。現在は, 写真 2 （右）にように海に
面した美しい観光地となっている。
結果として, 激減した観光客の代わりに敵性外国人を滞在させる収容所ビジネスで島は潤っ
忘れられた敵性外国人 65
写真２：ダグラスにあるパレスキャンプ（The Palace Camp）の昔と今
左の出典：Isle of Man Times (1942年 4 月 4 日), 右は筆者の撮影によるもの（2013年 8 月15日）
た。収容所内の生活は収容者の自治に任されていた。芸術活動, 音楽会や演劇, スポーツ,
「オープン・ユニバシティ」とよばれる教育活動も運営されていた。宗教活動も年中行事も
認められていた。また, 中には収容所の外に赴いて農業に従事する者もいた。有刺鉄線に囲
まれた限られた空間の中であるが, かなりの自由が認められていた。(Chappell 2005,
Cresswell 2010, 松尾 2005)。
歴史研究家・大庭定男氏が Manx Museum に送った手紙（大庭 1986）の中にも収容所内
での日本人の様子が次のように描かれている。
……Japanese cooking staffs tried hard to cook in order to prevent any malnutrition.
Daily routines like role calls, twice-weekly walking, twice-monthly cinemas, weekly
brunch by a clergy-man is described……a surprise that a group’s application for wines
to celebrate 11 February 1942, the Foundation of Japan in about 660 B.C., was accepted
by the camp commander and to their leisure activities on base-ball using self-made balls
……（1986年 8 月17日付で大庭定男氏が Manx Museum and National Trust に宛て
た手紙）
【日本語訳】
日本人の料理人は栄養失調にならないようにとても注意して料理をした。毎日の
点呼, 1 週間に 2回の散歩, 月 2回の映画, 牧師との昼食会などが描かれていた。
驚いたことに, 1942年の紀元節をワインで祝いたいと申し出たら許可が出たし, 手
作りのボールで野球をしたいと申し出たらこれも許可してくれた。
また, 1942年 3 月13日の新聞には, 日本人に対してジュネーブ条約に基づいた待遇が処さ
れていたことが報じられている。
JAP INTERNEES ARE WELL TREATED
In striking contrast to what has been happening in Hong Kong, Japanese
internees detained in the Isle of Man are being treated with every consideration.
“You can take it from me that they are jolly well looked after,” Mr. B. E.
Sergeant Government Secretary, told the “Examiner.”
They are lodged in comfortable houses, well clothed, and given medical atten-
tion and recreational facilities just like the other internees.
There is no distinction between the treatment accorded Japanese internees
and those of other nationalities, with the minor exception that they get a little more rice
in place of bread.
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The Japs, of course, represent only a small percentage of the island’s internees
(it is reported that there are just under 100 of them), and all receive treatment in strict
accordance with the Geneva Convention. This is not deviated from in the slightest and,
in the words of a camp official, they are treated quite well. (Isle of Man Examiner, 13
Mar, 1942, アンダーラインは筆者による)
【日本語訳】
日本人収容者は厚遇を受けている
香港で起こっていることと比較をすると, マン島に抑留されている日本人は, 思
いやりを持った待遇を受けている。
「彼らはご機嫌でお世話されている。私のコメントを引用してもよろしい」と政
府秘書官がエキザミナー紙に語った。
日本人は居心地のいいホテルに住まい, いい洋服をあてがわれ, 医療施設と娯楽
施設を与えられている。
日本人抑留者の待遇と他の国籍の抑留者の差はない。ただ, 少しだけあるとする
と, 日本人は, パンの代わりにご飯を少し多く与えられていることだろう。
日本人は, もちろんのこと, この島の抑留者全体のほんの数パーセントしかない
が（100名以下であると報告されている), 全員がジュネーブ条約で厳しく守られて
いる権利を授与されている。これは見当違いではなく, 収容所の役人に聞いても,
日本人は厚遇されている。
しかしながら, 日本人が収容されているキャンプの様子を以下のように報じた新聞記者も
いた。記事からは, 限られた空間の中に息をひそめて日本への帰還を待っていた姿が想像で
きる。Peel にあった収容所では, 地下にトンネルを掘って脱出を図ったものもいた
（Chappell 2005)。
……People who walk along the Promenade and see some of the internees lying out in
the sunshine as “brown as berries” are forced to one conclusion, that they are a fine
healthy lot of men. It seems tragic that all they have to do is to sunbathe. However, we
are not going to debate that point here. Some other time, some day, perhaps.
One notices, in passing the Japanese camp, that the nasty little individuals are
seldom to be seen. They keep themselves well indoors, even on the hottest of days. A
considerable number of these men are leaving the Island to-day for Japan. We are glad
to be rid of them, and we do not envy them their journey. Japan is a long way off, and
Japan will not be a healthy country to live in before the end of this war…… (Isle of Man
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Times, 18 Jul 1942, アンダーラインは筆者による)
【日本語訳】
……プロムナード（ダグラスの海岸通りの舗道）を歩いて, ベリーと同じくらい赤
茶色に日焼けして寝そべっている収容者を見た人は, ある一つの結論に達する。そ
れは, 収容者は, 健康的な男たちばかりだということである。収容者がみんな日光
浴をしなければならないというのは悲惨なようにも思える。しかしながら, ここで
はこれに関しては議論しないでおこう。まあ，いつか別の機会にでも。
日本人のキャンプを通れば, 不潔で小柄な日本人がほとんど見えないことに気が
付く。日本人は, とても暑い日でも, 屋内で過ごしている。これらのほとんどの者
が, 今日, 日本に向けて出発する。私たちは, 彼らがここからいなくなることをた
いへん喜ばしいことだと思う。日本までの旅をうらやましいとも思わない。日本は
遠くにあり, また, 日本は, この戦争が終わるまではまともな国ではないのだから
……
収容者が英国国民よりもよい待遇を受けて生活していることや, 敵性外国人を収容所に囲
い込むことが経済的に非効率的であることや, 収容所政策が国際的にも不名誉なことである
ことから, 収容政策に批判が集まってきた。これを受けて, 英国政府は, 収容者に対して労
働に従事することを許可するが, 収容者は英国に対して忠誠を誓うことが要求された。
５ 本国送還組と残留組
日本人の本国送還は, 1942年 4 月ごろから始まった。 4月に旧船員ら50名がスコットラン
ド南西部・アーガイル県に（Ramsey Courier, 2 Apr, 1942), 7 月には交換船によって外交
官・商社マンなどを含む27名がイングランドに（Mana’s Herald, 21 Jul 1942）帰還したとあ
る。この数字をもとにすれば, マン島にはこの時点で20数名ほどが残留していたことになる。
JAP INTERNEES MOVED TO SCOTLAND
Fifty Japanese who have been interned in the Island left for a prisoner of war camp in
Argyleshire on Monday. All the men sent away were of the seaman class, and about 50
Japs are left in the Palace Camp, Douglas, though there is accommodation in their com-
pound for two or three thousand. (Ramsey Courier, 2 Apr, 1942)
【日本語訳】
日本人抑留者をスコットランドに移送
マン島に抑留していた50名の日本人が, 月曜日, アーガイル県（スコットランド
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南西部）の捕虜収容所に移送された。輸送されたすべての者は船員クラスの者で,
約50名の者がダグラスのパレスキャンプに残留した。そこは2,000から3,000人を収
容する施設であった。
日本への帰還を望む者の中に横浜正金銀行・ロンドン支店長であった子爵・加納久朗がい
た。日本軍の残虐行為を認めず, 日本の快進撃を喜ばしいことであると考えるほど日本に対
する忠誠心が強い人であった。彼は交換船で日本に帰還するつもりであったが, ロンドンで
逮捕されてマン島のパレス・テラス・キャンプに収容されてしまった。彼の妻も夫を尋ねて
マン島を訪問, 滞在している（Ramsey Courier 1942)。加納子爵は, 数か月のマン島での収
容所を経て, 1942年 7 月18日土曜日に, 捕虜交換のためにポルトガルに向けて出発した
（Mona’s Herald 1942, Isle of Man Examiner 1942))。
JAP OFFICAIL AND THE ISLAND
In an interview which he gave this week to Mary Seaton of the “Daily
Express,” Viscount Hisaakira Kano, 55-years-old ex-manager of the London branch of
the Yokohama Specie Bank, who was living in a six-roomed flat in London, said that
soon he hoped to be repatriated to his country, adding “That will indeed be happy.”
He went on to say : “If I have to spend many more months here, I shall ask to
be interned in the Isle of Man. My funds are running low.”
Denying the stories of Jap atrocities and saying he was glad that his country is
doing well, he described this war as “a worrying business,” and said that already he had
some white hairs!
The “Daily Express” added a footnote to the interview, explaining that
Viscount Kano was not interned as he was awaiting repatriation to Japan under an
exchange scheme now under negotiation by the Foreign Office.
Later in the week it was announced that he had been detained by the police on
an internment order by the Home Security.
He is, it is stated, to be interned as an enemy alien and it is probable that he
will be sent to the Isle of Man. (Isle of Man Examiner, 13 Mar, 1942)
【日本語訳】
日本人子爵とマン島
加納久朗子爵（元横浜正金銀行支店長, 年齢55歳, 6 部屋もあるロンドンのマン
ションに在住）が,『デイリー・エクスプレス』の記者に, 本国に帰還したいと述
べた。そして,「それができれば大変喜ばしい」と語った。
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彼は次のように続けた｡「もし, ここ（ロンドン）で何か月も過ごさなければな
らないのであれば。私はマン島に収容していただきたい。私の資金は底をつきかけ
ている。
日本軍の残虐行為を認めず, 日本の快進撃を喜ばしいことであるといい, この戦
争を「やっかいだ」と表現しているが, 彼は白髪頭になっている｡『デイリー・エ
クスプレス』の記者は, インタビュー記事の脚注に, 加納子爵は, 外務省の交渉に
よる抑留者交換によって日本に帰還するであろうから, 彼は収容されることはない
と説明していた。
今週末には, 彼は内務大臣の収容命令によって警察に抑留されると発表されてい
た。
彼は, 敵性外国人として収容されると公言されており, 彼は多分マン島に移送さ
れるであろう。
他方, 残留組の中にいたのが, 雌雄鑑別士（chicken sexer)・安井正美であった。ロンド
ンにある在英邦人組織, 日本クラブ（ Japan Club）の会報 No. 132, (2001年) によると, 日
本人の雌雄鑑別士は, イギリスの大手雛会社との契約で, 6 か月ごとに英国に派遣されてい
た。戦前の英国への技術輸出である。雌雄鑑別という仕事は, 一人前になるのに 1万羽を鑑
別する忍耐と体力を要したため, 英国では日本の10倍の稼ぎがあるというので希望者が多かっ
た。
1939年 9 月, 第 2 次世界大戦が始まってから対日感情が悪化し, 飼料不足によって養鶏数
が減少したため, 雌雄鑑別士の派遣は減少した。1940年には雌雄鑑別士は英国から日本に引
き上げることとなるが, 9 名が帰国を拒否した。その日本人はいずれも若く, 帰国後の徴兵
を忌避するため, あるいは, 英国の家族と暮らすためであった。
安井正美を含めた残留組 9名は, 1941年12月太平洋戦争勃発とともにマン島に抑留された。
1942年 2 月に釈放されるが, 再び抑留された。その内 6名は, 同年の交換船で帰国した。家
庭の事情（妻が英国人）で残留した安江正美は, たびたび釈放の申請をするものの受け入れ
られなかったが, 終戦直前の1945年 7 月31日に釈放された。安井正美の釈放申請の手紙には
英国への忠誠を誓う記述があった（安井正美 1943)。彼は, 家族と共に生きるために英国人
になる道を進んだのであった。
……When I came over with my 19 years and have seen and have learned to live your
way of living, I decided in myself never to return to Japan, because it is undemocratic
living standard.
I never mixed in politics, was interested in my work and to be nice to have a
happy family of my own, here, having been able to judge and compare with our way of
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living in Japan.
I have done everything to show you, Sir, my willingness to help your country.
I have done so in peace and in war time and even in interned here I worked on quarries
and farms. Why should it not be possible to get the permission so that I can continue
work in the interest of all.
Assign me a job, whatever it may be, I know in wartime one cannot change and
I shall try to satisfy in every point of view.…… (Yasue 1943).
【日本語訳】
私は19歳で英国に来て, 英国の生活を見聞きして学んだ。私は日本に帰還しない
と決めている。なぜなら日本には民主主義的な生活がないからである。
私は政治には関心はない。日本での生き方と比べても, 私の興味は私の仕事と英
国での家族との幸せである。
私は, あなたたち英国政府に見せられるものはすべて見せた。私は喜んで英国の
役に立ちたいと考えている。私は, 平和な時も戦時中も, ここの収容所にいるとき
も, 採石場や農場で働いた。なぜ, 釈放の許可を得ることができないのか。許可を
得られれば, 私は皆さんのお役にたつように働き続けよう。
私になんでもいいから仕事を与えてほしい。戦時中は英国人の考え方を変えるこ
とは難しいのはわかっているが, 皆さんが満足されるような働きをしよう。
その後, 安井は, 韓国より鑑別士を受け入れ養鶏に従事し, また, 日本食レストランの経
営にあたるなど, 戦後の日本人コミュニティの中心的人物となった。しかしながら, 強制収
容によって失った日本人コミュニティの財産が戻ってくることはなかった。
６ お わ り に
マン島の収容所での日本人の経験は, 英国においても, 日本においても, あまり語られて
いないのはなぜであろうか。
マン島は, 英国に属しながらも英国に支配されないという二重構造を歴史的に内包してき
た。戦時においてもその独立性を保つためには, 経済的な独立が必須であった。戦争により
観光業という産業の中心が脆弱化した島の経済は, したたかな「収容所ビジネス」によって
潤った｡「観光客」代わりに「敵性外国人」を大量に受け入れ, 英国国民に批判されるほど
の厚遇を与えた。マン島政府や島民にとって「敵性外国人」は,「観光客」の側面をもった
両義的な存在であった。
日本人もまた, 2 つの国の間で二重構造を内包することになった。多くの者は, 英国に長
年住むものの, 母国である日本に忠誠を立て日本へ帰還した。日本人でありながら英国への
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忠誠を表明して釈放された者は, ほんの少数でしかなかった。英国への残留を決めた彼らも
また, 両義的な存在となった。二重性をはらんだマン島の敵性外国人の中でも両義的存在と
なった日本人は, 英国の歴史においても, 日本の歴史においても, その足跡を残すことはな
かった。
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Forgotten Enemy Aliens :
Interned Japanese in the Isle of Man
TOYAMA (KANAMOTO) Itsuko
Japanese civilians who lived in the territories of the anti-Axis powers during World War II－
i.e., the UK, USA, Australia, Canada, Brazil, or Peru－were exposed to hostile attitudes in each
society. For reasons of national security, most of them were relocated into internment camps or
jails.
In the UK, in addition to Germans, Italians, and Austrians, Japanese civilians were categorized
as enemy aliens, and were relocated to a camp in the Isle of Man. (The Isle of Man is a small
island located between Great Britain and Ireland, and historically has been a British Crown
Dependency.) According to a newspaper report, about 200 Japanese civilians were sent to and
arrived in the Isle of Man only five days after World War II broke out.
Interestingly enough, this historical fact has been unknown not only among the Japanese but
also the British. Although historical resources are very limited, this paper will reveal the experi-
ences of the interned Japanese nationals in the Isle of Man during WWII, and discuss the reasons
why Japanese as Enemy Aliens in the UK were forgotten in both Japan and the UK.
